
南北朝以前の領主の様子を探る

鹿児島県歴史・美術センター黎明館
Kagoshima Prefectural Museum of Culture Reimeikan
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中世前期の
黎明館企画展

領主居館

会場／黎明館３階　企画展示室　休館日／毎週月曜日（9/18・10/9は開館），9/19，10/10，10/25

時間／ 9:00〜18:00（入館は17:30まで）

料金／常設展示と共通　一般410円（300円），高・大学生250円（150円），小・中学生150円（100円）　※（ ）は20名以上の団体料金

※開催時期や関連イベントを変更または中止する場合があります。

2023

9／ 5 TUE

11／ 26 SUN



Follow us

永吉天神段遺跡第２地点土坑墓２号

（鹿児島県立埋蔵文化財センター提供）

湖州鏡（黎明館蔵

寺師見國コレクション）
寺師見國コレクション）

　島津荘惣地頭職を得た島津氏は，紆余曲折を経て，薩摩・大隅・日向国諸県郡に勢力を拡大し，他地域では稀な

700 年にわたる南九州の統治者として存続しました。室町時代以降，他地域から南九州への領主勢力の転入・定着

は見られなくなりますが，古代末から南北朝期には多くの勢力が南九州に渡来しました。在来勢力と外来勢力の軋

轢のなかで，没落・分裂して他勢力に臣従する勢力もあり，南北朝時代の争乱を複雑化させました。

　黎明館開館 40 周年記念企画特別展｢南北朝の動乱と南九州の武士たち｣（会期：９月 29 日（金）～ 11 月５日（日））

開催に関連して，その背景となる古代末から中世前期の南九州の領主層の様子を考古資料から紹介します。

☎099-222-5100

中世前期の
黎明館企画展

領主居館

不動寺遺跡 中世大溝

出土遺物（鹿児島市教

育委員会蔵）

Access アクセス

■鹿児島空港から鹿児島市

内行き空港バス「市役所

前」下車，徒歩7分

■JR 鹿児島駅から

　徒歩15分

■鹿児島中央駅から

　市電・バス「市役所前」ま

たは「水族館口」下車，徒

歩7分

　市内巡回観光バス「薩摩

義士碑前」下車すぐ

　無料駐車場あり（普通車

125台 バス20台）            

発行から1年間の有効期間中，何度でも

※ 学芸講座は，事前申込制です。 

（詳細は，ホームページまたはチ

ラシをご覧ください。）

※ 講座後の展示解説はありません。

展展示示解解説説

会場 黎明館３階　企画展示室

日時 9 日［土］

  10 月 15 日［日］

11 月 18 日［土］

いずれも 13：30～14：10

９月


